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新
狭
山
三
丁
目
自
治
会

　

新
狭
山
三
丁
目
自
治
会
は
、新
狭
山
駅
の
南
側
に
位

置
し
、本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
埼
玉
製
作
所
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。商
店
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、戸
建
て
住
宅
な
ど

が
あ
り
、会
員
は
約
５
０
０
世
帯
で
す
。

　

私
た
ち
の
自
治
会
で
は
、会
員
同
士
の
交
流
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。11
月
９
日
㈰
に
開
催
し
た「
も
ち
つ
き

大
会
」で
は
、子
ど
も
達
が
、大
人
と
息
を
合
わ
せ
て
餅も

ち

を
つ
い
た
ほ
か
、射し

ゃ
て
き的
や
ス
リ
ッ
パ
飛
ば
し
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、世
代
を
超
え
て
交
流
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
ん
な
で
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
、大
勢
の

方
が
参
加
し
交
流
す
る
中
で
作
ら
れ
て
い
く「
つ
な
が

り
」が
、私
た
ち
の
自
治
会
の
宝
で
す
。

みん
なでつなぐ

市民リレー

　現役時代に夫が転勤族だっ

たため、幾度となく引っ越し

をしてきましたが、私は、その

土地その土地での出会いを大

切にしてきました。

　それでも、短年で新しい土

地に移り住まねばならず、で

きるだけ地域に自主的に溶け込むよう努力し

てきました。その一助となったのが、昔からた

しなんでいた華道です。新しい土地で、右も左

もわからないとき、同じ趣味の方と知り合う

ために、まず公民館へ足を運びました。花は私

に友だちを作ってくれ、その土地に私を溶け

込ませてくれました。今は狭山市に落ち着い

て暮らしていますが、その当時の出会いから

生まれた付き合いは、今でも

続いています。

　花が紡
つむ

いでくれた人との出

会いが私の宝物。これからも新

しい出会いを大切にしながら、

私の心の中に一つひとつ重ね

ていきたいと思っています。

私の宝物 …

花に重ねる人との出会い

加藤静子さん
（柏原在住）

　私たちは、昭和45
年から活動を始め、
今年で発足44年にな
る息の長いサークル
です。「仲間と楽しく
卓球をする」を合言

葉に、毎週金曜日、堀兼公民館でプレーしています。
　メンバーは、定年後に始めた初心者から卓球歴
30年以上のベテランまで、年齢も実力もさまざ
ま。おしゃべりを交えながらのラリーや仲間の声
援が飛び交い、笑い声が絶えずにぎやかなサーク
ルです。
　卓球は、誰でも簡単に始められるスポーツで、気
軽に体力をつけることができます。また、体を動か
し汗をかくことで、ストレス発散にもなります。健
康を維持するために、そして何より卓球を楽しむ
ため、私たちの仲間になりませんか。
問合せ國

くに

田
た

ふみ子さんへ☎2952‐6561

堀兼卓球クラブ

Vol.399

　次回は、水野にお住まいの

方を紹介します。

　

昭
和
56
年
か
ら
57
年
に
か
け
て
、狭
山
清
陵
高
校

の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

調
査
で
は
、縄
文
時
代
前
期
の
住
居
跡
９
軒
、奈
良
・

平
安
時
代
の
住
居
跡
79
軒
な
ど
が
確
認
さ
れ
、そ
の

中
の
１
軒
か
ら「
和
同
開
珎
」が
出
土
し
ま
し
た
。

　

「
和
同
開
珎
」は
、和
銅
元
年（
７
０
８
年
）に
鋳
造

さ
れ
た
通
貨
で
す
が
、当
時
関
東
で
は
、銅
は
貴
重
な

う
え
、米
や
布
な
ど
が
物
価
の
基
準
で
あ
っ
た
た
め
、

一
般
に
は
普
及
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
２
例
目
と
な
る
貴
重
な
発
見
で
、新
聞

な
ど
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
財

文
化
財
6060
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み

⑨

季節の花を自作の
花器で

揚揚う

櫨櫨つ

木木ぎ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た「

遺
跡
か
ら
出
土
し
た「
和和わ

同同ど
う

開開か
い

珎珎ち
ん

」」

ペタコン！ペタコン！といい音が響きます

 

〜
市
内
初
の
和
同
開
珎
の
発
見
〜

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
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公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
公式モバイルサイト　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5
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市　

政

市　

政

市　

政

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
熊
田
電
気
工
事
株
式
会
社
か
ら

地
域
防
犯
の
た
め
に
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
40
基

社
会
福
祉
の
た
め

▼
狭
山
市
ダ
ン
ス
連
盟
か
ら
５
万

円▼
狭
山
市
建
設
業
組
合
か
ら
２
万

８
千
１
６
８
円

▼
秋
田
義
昭
さ
ん（
北
入
曽
）か
ら

３
万
１
千
１
２
８
円

消
防
功
労
者
表
彰

　

11
月
29
日
㈯
に「
消
防
功
労
者

表
彰
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

功
績
章
▼
伊
藤
隆
弘

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

家
族
顕
彰
▼
山
﨑
協か

な

枝え　

特
別
功

労
章
▼
岩
城
利
治　

一
等
功
労
章

▼
山
﨑
收

し
ゅ
う
い
ち一　

二
等
功
労
章
▼
奥

冨
幸
喜
ほ
か
13
名　

三
等
功
労
章

▼
平
居
敬
司
ほ
か
15
名　

機
関
技

能
章
▼
山
下
康
介
ほ
か
16
名　

民

間
防
災
団
体
自
衛
消
防
機
関
▼
本

田
技
研
工
業
株
式
会
社
埼
玉
製
作

所 

▼
株
式
会
社
タ
ム
ラ
製
作
所

狭
山
事
業
所　

消
防
功
労
章
▼
町

田
昌
弘 

▼
品
田
利
之 

▼
土ど

器き

薗ぞ
の

進 

▼
室
岡
惣
三
郎 

▼
加
藤
利
男

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
狭
山
入
間
支

部
表
彰

無
火
災
消
防
分
団
▼
第
２
分
団

▼
第
４
分
団 

▼
第
５
分
団 

▼
第

６
分
団 

▼
第
７
分
団　

特
別
功

労
章
▼
奥
冨
孝
裕
ほ
か
13
名　

一

等
功
労
章
▼
新
井
宏
昭
ほ
か
17
名

二
等
功
労
章
▼
宮
本
和
範
ほ
か
14

名　

三
等
功
労
章
▼
宮
本
剛た

け

義よ
し

ほ

か
15
名　

消
防
功
労
章
▼
渡
辺
辰

男　

※
敬
称
略

問
合
せ
防
災
課
へ
内
線
３
６
９
７

狭
山
市
消
防
出で

初ぞ
め

式

　

平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

無
火
災
を
祈
念
し
て
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
１
月
10
日
㈯
、10
時
〜
12
時

（
雨
天
中
止
）　

場
所
上
奥
富
運
動

公
園　

内
容
消
防
団
・
消
防
署
に

よ
る
消
防
車
両
の
行
進
や
、一
斉

放
水
訓
練
な
ど　

問
合
せ
防
災
課

へ
内
線
３
６
９
７

市長の主な動き
○11/1…公民館等活動団体等表彰
式 ○11/2…Well-beingウオーキ
ングin狭山 ○11/6・19…定例庁議 
○11/8…狭山地方地域安全・暴力
排除推進大会 ○11/10…青少年問
題協議会、埼玉西部消防組合正副
管理者会議 ○11/12…全国市長会
社会文教委員会 ○11/18…県市長
会正副会長会議・役員会 ○11/20
…定例記者会見 ○11/26～…市議
会第4回定例会 ○11/27…全国基
地協議会・防衛施設周辺整備全国
協議会合同役員会・要望活動

　平成の初めごろまでの12月の商

売は、平月の3倍の売上があり、どの

店も活気に満ちていました。お歳暮

の風習が色濃く残っており、バブル

景気も重なってそれなりの所得があ

る方も多かったので、郷
ふるさと

里の両親や

会社関係などへの贈り物が買い求め

られ、明るい話題の多い時代でした。

　茶
ちゃ

舗
ほ

をしていた私は､12月1日には

必ず新聞折り込みの広告を入れ、歳

末商戦をスタートさせました。あの

ころは地方発送全盛期であり、狭山

市に住んでいる方はもちろんのこと

市外の方も、狭山市から狭山茶を送る

市長随想

師
しわす

走の商売
ことを望む方が多く、発送のための

荷造りを夜遅くまで行い、郵便局に

持参すると、発送を待つ小包が山積み

されており、その光景は圧巻でした。

　しかし、今は昔のような忙しさ、慌

ただしさがありません。バブルが崩

壊し、長引く景気の低迷、リーマンシ

ョック、想定外の自然災害と暗く長

いトンネルの中を進んでおります。

政策主導の金融、財政、成長路線が打

ち出され、改善の兆しがあるとはい

え、市民の懐
ふところ

に消費意欲が湧いてこ

ないのは、将来に対する不安のせい

かもしれません。にぎやかであった

師走を懐かしく思い、明るい新年を

迎えられることを願っています。

110 狭
山
市
長 

仲
川
幸
成

似
顔
絵
・
花
倉
正
喜
氏

揚
櫨
木
遺
跡
の
住
居
跡 出土した和同開珎


